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1．4 超音波の市場規模と将来性 

 

 超音波応用装置の総市場規模は、表 1．4．1 に示す通産省生産動態統計によれば 1979

年＝461 億円、1989 年＝1618 億円と 10 年で 3．5倍に成長している。特に医療機器のこの

間の売上は 190 億円から 769 億円に堆移し 4倍の成長を遂げている。 

 

 

 

 

 

          表 1．4．1 超音波応用装置の生産推移 8） 

 

 他の電子応用装置との推移を比較した図 1．4．1を見ると、超音波応用装置の急成長ぶ

りが判る。1992年は不況の影響を受けて前年実績を下回っているが、放射線を利用した機

器よりも取扱いが容易で安全なことから今後も堅調な伸びが予想されている。8） 
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図 1．4．1 電子応用装置の機種別生産指数（金額ベース）の推移 8） 

 

 又、別の統計資料によれば 10 年前には統計上に現れていない浴用マッサージ機（気泡の

破裂により微弱な超音波が生じる）が急激に売上を伸ばし、89 年度には 640億円の売上に
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なっているという。6）表 1．4．1の“その他”の欄を見ると、89 年度の売上は 434 億円で

あることから、浴用マッサージ機はここの分類には含まれていないと思われるが、それに

しても大変な額である。 

 超音波は非常に広い応用範囲が考えられることから、このような予定外の展開となる応

用例も出てくる。第2章では生活の種々の局面での超音波の応用事例をまとめたが、それ

らは未だ若芽のものも多い。そうした中から市民生活をより豊かにする超音波の応用分野

が見出きれ、大きな市場を形成する可能性がある。 

 超音波技術の市場拡大の速度は、光、電磁波の市場規模と比べて大きく遅れをとってい

るといえる。その遅れは、技術的な側面よりもマーケッティングを始めとした企画・立案

の未熟さである一方、今日までの産業を対象にした発展に対して今後は民生用として普及

する段隋に入ってきたとの指摘がある。6）この報告書はまさしくそのような切口に立脚す

るものであり、新たな民生用の超音波応用機器の展開方向を探って見ようとするものに他

ならない。 

 超音波産業は 2千年には 1兆円になると予想されている。最も期待できる産業界の分野

は超音波モータ、医療用診断装置などが上げられているが、数々の応用例の中から予想外

の展開を見せるものが出現することも十分に考えられる。6） 


